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§2.3「McKay の発見」

話をもとに戻して, 表 1の最初の列の６つの元 e,−e, · · · , τ3 から成る集合

を S とする. すでに見たように S は Γ の各共役類を代表する. 指標 χk は共

役類の関数なので，簡単のため χk を S 上の関数とみなしておこう. そこで
関数 χk と χ2 の積を S 上の関数として χ0, · · · , χ5 までの和として表わすこ

とを考える. (これは一般論によっていつも可能であることが分かっている.)
たとえば

χ2
2 は S 上 表の左から順に 4, 4, 1, 1, 0, 0

という値をとる. これは χ0 + χ1 + χ3 がとる値に等しい. したがって

χ2
2 = χ0 + χ1 + χ3

が成り立つ. 同様に

χ0χ2 = χ1χ2 = χ2, χ3χ2 = χ2 + χ4 + χ5

χ4χ2 = χ3, χ5χ2 = χ3

が確かめられる. これらの関係式から表現 ρi のテンソル積に関する関係が導

かれる：

ρ2 ⊗ ρnat = ρ0 + ρ1 + ρ3, ρ0 ⊗ ρnat = ρ1 ⊗ ρnat = ρ2,

ρ3 ⊗ ρnat = ρ2 + ρ4 + ρ5, ρ4 ⊗ ρnat = ρ3,

ρ5 ⊗ ρnat = ρ3.
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